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・基本的生活習慣の定着を図るた
めに、生活習慣を見直す機会や
保健指導を行うとともに、家庭と
連携し、継続的な取り組みを進め
ていきたい。

・インフルエンザ予防のため、手
洗いとうがいを習慣化する取り組
みを進めたが、１年生は3日間の
学級閉鎖をすることとなった。
・給食後の歯みがきは定着しつつ
ある。家庭との連携を図りながら、
家庭での歯みがき等、基本的生
活習慣の定着を進める取り組み
が必要である。

・保護者の理解を得ながら、子ど
もたちへの週１回のフッ化物洗口
を実施することができた。
・食後に歯をみがく習慣を身に付
けさせることができた。
・交通安全教室を行い、交通ルー
ルを守り、安全に登下校できるよ
う指導することができた。
・朝マラソンやなわとびを通して、
健康維持及び体力の向上を図る
ことができた。
・「元気大作戦」という期間を設
け、基本的生活習慣の定着を
図った。

教育目標

作成日

健康・安全についての知識と習
慣を身に付け、気力・体力の充
実した子どもを育てる。

平成2７年度　自己評価書

・５つの算数科の研究授業を行い、2・4・
5年は校内研究、3・6年は教科等別研修
会として公開授業を行い、子どもの思考
を大切にする授業の在り方について教
員の指導力を深めた。
・個人差の大きい子どもたちに対して、
学習補充の時間を設けたり、和歌山大
学から学生ボランティア3名を受け入れ
たりするなど、学習支援の充実に努め
た。
・うちどく・図書コーナー、低・高学年図
書室に新刊書を整備し、子どもたちの読
書環境を整えた。また、式や全校集会
において読み聞かせを行い、読書活動
の充実に努めた。

・地域の方とのふれあい活動は好評で
あり、地域の方も楽しみにしていただい
ている。
・保護者アンケートで、「学校の教育活
動や子どもの様子をわかりやすく伝えて
いる」が91%、「学校と家庭がそれぞれの
役割を果たし、連携協力している」が79%
（昨年度82%）となった。今後さらに工夫
して取り組みたい。

・今年度の保護者アンケートの回収率
は69%（昨年度97.7%）となった。昨年度と
の変更点について再度検討する必要が
ある。今後とも大新小学校の取り組みを
理解し協力していただけるよう、積極的
な情報発信していきたい。また、学校の
どの情報を発信するかについても、保
護者の声を大事にしていきたい。
・地域の方々との交流を大切にするとと
もに、地域の中の学校として愛されるよ
う学習発表の内容を工夫していきたい。

校長氏名

本年度の取組についての評価

・生活面や学習面で課題のある児童に
対して、学校での支援を丁寧に行うとと
もに、家庭と連携して粘り強く継続した
取り組みを進めていきたい。
・算数の研究授業については、話し合い
の時間を充実させるための「指導者の
工夫」に焦点をあて指導方法の研究を
深めていきたい。

・縦割りのなかよし活動は、大新小学校
の教育活動の核となる取り組みで、子
どもたちにもよき伝統として定着してい
る。来年度も、より充実した取り組みとし
ていきたい。
・道徳の授業研究についても、来年度も
引き続き行っていきたい。
・様々な機会を捉えて学校の取り組みを
保護者に伝え、理解と協力を求めてい
きたい。

健やかな体ゆたかな心 確かな学力

保護者や地域、関係機関との協力・
連携を深め、特色ある充実した教育
活動を推進する。

開かれた学校

その他の課題

・「学校が楽しいか」というアンケート結
果は、児童99%、保護者93%であるが、
「楽しくない」と思う児童への支援に力を
入れていきたい。
・「全校縦割りなかよし活動」は、本校の
中心的な取り組みであり成果も上がっ
ているので、来年度も引き続き行ってい
きたい。
・「友達となかよくしている」という児童ア
ンケートの結果は97%であるが、「いじめ
をなくす学校・学級づくりの取り組み」の
保護者アンケートの結果は81%となって
いる。学校での取り組みを積極的に発
信し、家庭との連携を緊密にしていきた
い。

・「子どもが学習内容がわかり、基礎的
な学力が身についている」という保護者
アンケートが、88%であった。また、「毎日
の勉強がわかる」という子どものアン
ケート結果は、88%となっている。個人差
に応じた指導をよりきめ細かく工夫する
ことが必要である。
・基礎的な学力をつけるためには、家庭
の協力が不可欠である。家庭学習や生
活習慣の面で、学校と家庭の協力・連
携をより一層深めていく必要がある。

感謝する気持ちやねばり強くがんば
る気持ちを培い、他人を思いやるや
さしい心を育てる。

・最も危惧していることは、ここ最近の児童数の減少です。昭和30年代には1,000人を超える大規模校でしたが、現在、児童数は120名前後となってい
ます。大新小学校はとてもすばらしい学校で、子どもたちはやさしくて思いやりがあり、子どもらしい子ばかりです。また、新しい校舎、新しい体育館、
それに新しいプールが建設されました。とてもすばらしい教育環境が整っています。先生方も熱心で、小規模校の良さを生かして一人ひとりを大切に
するきめ細やかな教育をすすめています。また、全校縦割りなかよし活動は、1年生から6年生までの子どもたちが1年間さまざまな活動を行っていき
ます。この活動をとおして、子どもたちは、どの子も集団生活の基本や社会性、思いやりの心などが確実に育っています。このような大新小学校に入
学してもらえるように、これからも地域への情報発信を積極的に行っていきたいと考えています。

和歌山市立大新小学校

松　田　　晃

平成２８年　３月　７日

豊かな情操とまろやかな英知を育み、心豊かにたくましく生きる子どもを育てる

・客員指導主事を招いて1年生の道徳の
研究授業を行い、全教員で道徳の授業
づくりに取り組んだ。
・人権をテーマにした授業を参観日に実
施し、全校で人権意識の高揚を図った。
・全校縦割り（なかよし）活動を実施し、
互いを大切にする心の涵養に努めた。
また、マラソンや縄跳びを通して、強い
体をつくるとともに、がんばる気持ちとみ
んなで協力することの大切さを育てる努
力をした。
・1円玉募金や公園清掃などの青少年
赤十字活動に取り組み、自主性とやさし
い心根の育成を図った。

子どもの学びや納得を大切にした授
業づくりを推進する。

学校名

・学校・学年だよりや学校ホームページ
等で情報発信を積極的に行った。また、
学校だよりを大新連絡所に掲示して地
域の方に読んでもらった。
・2年生と大新クラブ（老人クラブ）との交
流を行った。また、感謝の集いを行い、
日頃お世話になっている方々に感謝の
気持ちを伝えた。
・太鼓指導や喫煙防止教育、人権教室
など、ゲストティーチャーを積極的に迎
えた。
・音楽発表会を開催し、保護者や地域
の方々に学習の成果を見ていただい
た。


